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なるべく公共交通機関
をご利用ください。

　

稲
城
の
寺
子
屋
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
を
探
り
つ
つ
、
学
び
の
原
点
に

回
帰
し
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容
・
講
師　

左
表
の
と

お
り

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

歴
史
に
学
ぶ
稲
城
の
教
育

～
寺
子
屋
に
通
っ
た�

�

子
ど
も
た
ち
～

市
民
企
画
提
案
に
よ
る

城
山
公
民
館
主
催
講
座

歴史に学ぶ稲城の教育
回 期日 内容 講師

１ １月17日(土)

◎オリエンテーション
・寺子屋はなぜできたか
・寺子屋ができるまで
・歴史的背景と当時の社会的状況
・稲城の人々の教育熱

桜井 昭男氏
（稲城市文化財保護審議会委員・
地方史研究委員会委員）

２ １月24日(土)

◎寺子屋での学び 
・寺子屋での学びの様子を知る 
・寺子屋の仕組み 
・女子教育（教える側、教わる側） 
・現代の学校との違い
・共通点

皆川 義孝氏
（駒沢女子大学教授・稲城市文化
財保護審議会委員）

３ １月31日(土)
◎稲城の周辺の寺子屋 
・稲城とその周辺地域の寺子屋 
・稲城の寺子屋の特徴

４ ２月14日(土)

◎奚疑塾と小俣塾 
・寺子屋、郷学校、私塾から近代学校へ 
・奚疑塾と小俣塾の果たした役割 
・著名人を輩出した稲城の教育 
・稲城の教育の歴史を現代（いま）に生かす
には？

桜井 昭男氏
（稲城市文化財保護審議会委員・
地方史研究委員会委員）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内　
▼
会
場　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　
▼
問
合
せ　
稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会　
☎
070（
５
５
５
５
）０
８
８
９

▼
期
日
・
出
展
者　
展
示
中
～
12
月
26
日(

金)　

 

荒
木
美
智
子（
水
彩
画
）　
１
月
５
日(

月)

～
16
日(

金)　
華
道
協
会（
正
月
花
）

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

　

第
８
回
定
例
会
＝
12
月
９
日

稲
城
の
い
い
と
こ
ろ
を
未
来
へ

繋
げ
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
定
員　

100
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

12
月
16
日
㈫
午
前
10

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
、
申
込
フ

ォ
ー
ム
に
て
受
付

▽
申
込
期
限　

１
月
８

日
㈭
午
後
５
時

▽
申
込
・
問
合
せ　

城
山
公
民
館

　

歴
史
展
示
室
２
に
、
稲
城
第
一

小
学
校
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
４
枚
の

校
旗
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
旗
は
明
治
時
代
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
使
わ
れ
た
も

の
で
、「
稲
城
小
學
校
」、「
大
丸

尋じ
ん

常じ
ょ
う

小
學
校
」、「
稲
城
青
年
訓
練

所
」、「
東
京
府
學
童
相
撲
大
会
優

勝
旗
」の
４
点
で
す
。

　

小
学
校
の
歴
史
は
、
明
治
５
年

の
学
制
の
公
布
に
始
ま
り
ま
す

が
、
稲
城
市
域
の
村
々
で
は
、
明

治
６
年
に
な
っ
て
学
舎
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
長
沼
村
で
は
、
常
楽
寺

を
教
場
と
し
て
博は

く

文ぶ
ん

学が
く

舎し
ゃ

が
開
設

さ
れ
、
そ
の
後
博
文
学
校
、
済さ

い

美び

学
校
、
済
美
尋
常
小
学
校
、
稲
城

尋
常
小
学
校
と
移
り
変
わ
り
ま
す
。

　

稲
城
尋
常
小
学
校
は
、
昭
和
22

年
に
稲
城
第
一
小
学
校
と
な
り
ま

す
が
、
明
治
時
代
か
ら
使
わ
れ
た

校
旗
等
の
旗
は
、
小
学
校
の
歴
史

を
物
語
る
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ

ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
４
点
の
旗
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
稲
城
小
學
校
」の
旗
は
、
明
治

30
年
に
開
設
さ
れ
た
稲
城
尋
常
小

学
校
の
校
旗
で
、
昭
和
10
年
代
ま

で
使
わ
れ
た
も
の
で
す
。
最
も
古

い
校
旗
で
す
。

　
「
大
丸
尋
常
小
學
校
」の
旗
は
、

大
丸
の
円
照
寺
東
南
側
に
明
治
30

年
に
開
設
さ
れ
た
大
丸
尋
常
小
學

校
の
校
旗
で
す
。
昭
和
初
期
に
稲

城
尋
常
小
学
校
の
分
校
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
稲
城
第
一
小
学
校
で
保

存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
稲
城
青
年
訓
練
所
」の
旗
は
、

大
正
15
年
に
各
小
学
校
に
併
設
さ

れ
た
青
年
訓
練
所
が
、
昭
和
６
年

に
統
合
さ
れ
て
稲
城
青
年
訓
練
所

と
な
り
、
そ
の
時
に
作
成
さ
れ
た

旗
で
す
。
軍
事
教
練
な
ど
行
っ
た

青
年
訓
練
所
の
歴
史
を
物
語
る
資

料
で
す
。

　
「
東
京
府
學
童
相
撲
大
会
優
勝

旗
」は
、
昭
和
17
年
に
稲
城
第
一

国
民
学
校
の
高
等
科
児
童
が
、
東

京
府
学
童
相
撲
大
会
で
優
勝
し
た

時
の
優
勝
旗
で
す
。

　

郷
土
資
料
室
で
は
、
こ
れ
ら
の

旗
と
と
も
に
、
当
時
の
教
育
資
料

や
写
真
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

郷
土
資
料
室

▽
場
所　

ふ
れ
ん
ど
平
尾
２
階

（
平
尾
１
の
９
の
１
）

▽
開
館　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
134

小
学
校
の
校
旗

【参加申し込みについて】
▶申込期間　毎月16日の正午から各開催日の３日前まで。
　　　　　　体験は希望日を明記してください（先着順）。
▶申込　　ｉクラブ  https://www.inagi-iclub.org/
▶問合せ　 info@inagi-iclub.org　☎331-8866（火〜金　正午〜午後４時） 参加申込

事業名・内容 期日 時間 対象 定員 費用 会場 講師 持ち物
個別運動講座
受講者の身体機能や姿勢をチェックして、一
人ひとりに合った運動やストレッチのコツを
指導します。（これまでと同じ内容です。）

１月８日 （木）
２月12日 （木）
３月12日 （木）

※全３回のコース
午後２時～３時 満20歳

以上の方 ６人 6,000円（全３回)

野村不動産
いなぎ

アリーナ
(総合体育館）

今井 良輔氏
(理学療法士）

運動できる服装
飲み物
タオル

筆記用具

ストレッチ＆リズム体操(体験あり）
ほどよく体を動かして、心と体をリフレッ
シュしましょう。

毎週木曜日　　　午後２時５分
～３時20分

満20歳
以上の方 若干名

初回体験550円
  ※通常レッスン

  会員１回　550円
  一般１回　850円

船木 かづさ氏
（健康運動指導士）

運動できる服装
飲み物

バスタオル

大人からはじめるHIPHOP
リズムに合わせて体も心も楽しくリフレッ
シュ。簡単なステップから始めるので、未経
験の方も安心。毎回大好評です。

１月10日 （土） 午後７時～８時 満20歳
以上の方 30人  会員　550円

 一般　850円
木谷 将紀氏

「BLACK JOKE」
メンバー

運動できる服装
室内用運動靴

飲み物
タオル

１月ボルダリング
　・スクール
      (通年コース)
　・教室(月ごとコース）
　・安全講習兼体験会

ｉクラブウェブサイトのボルダリングページ（右記）で、内容をご
確認ください。申込みは同ページ内「ボルダリング参加申込み」 か
らお願いします。

一般社団法人
JAPAN  

OUTDOOR  
LIFE

(JOL)  指導員
運動できる服装
室内用運動靴

飲み物
タオル１月ボルダリング

　・個人開放
教室または安全講習兼体験会（上欄）を受講
し、修了証のある方が利用できます。

個人開放は当日野村不動産いなぎアリーナ１Fで受付となります。     
詳しくは、右の二次元コードでご確認ください。
個人開放の時間帯が大幅に増えましたので、ぜひご利用ください。

指導員は
つきません

　

稲
城
市
で
確
認
さ
れ
て
い
る
生
物

を
テ
ー
マ
に
し
た
文
化
財
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
昭
和
以
降
に
稲
城
周
辺

で
見
ら
れ
て
き
た
昆
虫
な
ど
を
、
写

真
や
標
本
資
料
を
見
な
が
ら
講
師
が

紹
介
し
ま
す
。
親
子
で
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

▽
期
日　

1
月
17
日
㈯

▽
時
間　

午
前
９
時
半
～
11
時
半　

▽
会
場　

マ
ス
ヤ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
東
長
沼
２
１
０
６
の
５
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
講
師　

古
旗 

峻
一
氏
、
内
田 

大

貴
氏
、
澤
田 
裕
二
氏（
稲
城
野
外
博

物
館
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

12
月
16
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▽
そ
の
他　

詳
細
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

郷
土
資
料
室

稲
城
の
生
物
と

�

昆
虫
標
本
に
つ
い
て

文
化
財
講
座


